
山 517-1988 ｷ 7 • 20 

長

昭
和
六
十
三
年
度
の
通
常
総
会
は
五

会. 古
霞大

月
二
十
日
（
金
）
午
後
六
時
か
ら
例
年

塚”
行
な
わ
れ
て
い
る
私
学
会
館
（
東
京
都

を

千
代
田
区
九
段
北
四
ー

ニ
ー
ニ
五
）
三

告報
階
富
士
の
間
で
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
ま
ず

、

今
西
寿
雄
会

の山翌

長
よ
り
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
っ
た
。

国三

＊

（今
西
会
長
の
挨
拶
）

で会

本
日
は
ご
多
用
中
に
も
拘
り
ま
せ

総常通

ず
、

ご
出
席
を
頂
い
て
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
通
常
総
会
を
開
催

す
る
に
当
り
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。
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厨
年
で
ご
ざ
い
ま
す
が

、

お
蔭
さ
ま
で
五
月
五
日

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
／
サ
ガ
ル
マ
タ
峰
、
南
北
両

号
4
9

方
面
か
ら
の
交
差
縦
走
に
成
功
し
三
国
友
好

5
1
7
和

第
昭

の
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
登
山
を
成
功
裡
に
終
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
は
沢
山
の
関
係
各
位
の
ご
尽
力
と

隊
員
諸
君
の
努
力
の
賜
も
の
で
あ
る
と、

深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

唯
一
っ
残
念
な
こ
と
は、

南
側
ベ
ー

ス
キ

ャ
ン
プ
の
主
任
医
師、
水
腰
隊
員
の
突
然
の

病
死
で
あ
り
ま
す
。
成
功
の
喜
び
を
分
ち
あ

う
こ
と
が
で
き
ず

、
心
か
ら
お
悔
み
申
し

上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
方、

国
内
に
於
け
る
諸
行
事
に
つ
き
ま

し
て
は

、

昨
年
度
か
ら
会
費
の
値
上
げ
を
ご

承
認
頂
き
ま
し
て
各
委
員
会
の
活
動
が
活
性

化
す
る
よ
う

、

予
岱
面
で
の
若
干
の
措
慨
が

こ
う
じ
ら
れ
ま
し

た
。

会
報
を
読
み
易
く
す
る
た
め
活
字
を
改

め
、

望
月
文
庫
、
山
崎
文
庫
の
受
け
入
れ
に

大
塚
副
会
長
、
三
国
友
好
登
山
の
成
功
を
報
告

会
の
現
状
に
つ
き
ま
し
て
は
、
の
ち

ほ
ど
事
務
局
よ
り
会
務
報
告
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
三
月
末
現
在
、
会
員
数
四
、

三
四
八
名
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
内
新
入

会
員
二
三
八
名

、

復
活
会
員
―
―
名

、

物
故
・

退
会
・

除
籍
会
員
―
―
―
名
で

昨
年
よ
り
一
＿二
八
名
の
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
昨
年
度
の
物
故
者
は
辻

名
脊
会
員
を
始
め
二
四
名
の
方
々
で

、

誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

後

ほ
ど
物
故
者
に
対
し
ま
し
て
黙
稿
を
捧

げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て

、

昨
年
度
の
行
事
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と

、

何
と
申
し
ま
し
て
も
中

国
／
日
本
／
ネ
パ
ー
ル
三
国
友
好
登
山

昭
和
六
十
三
年
度
通
常
総
会

( 1 ) 



0

よ
る
和
洋
書
の
充
実
、
月
例
山
行
及
び
各
種
席
さ
れ
て
、
新
入
会員
の
代
表
と
し
て
ご
挨
橋
正
美
の
両
会

員
が
指
名
さ
れ
た
。
は
南
側
の
ク
ロ

ス
に
日
本
人
が
い
な
か
っ
た

2
 

・

委
員
会
の
充
実
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
の
は
そ
拶
を
頂
い
た
こ
と

、

ま
た
会
の
ル
ー
ム

に
も
最
初
に

新
井
理
事
よ
り
会
務
報
告
が
な
さ
こ
と

、

頂
上
で
ラ
ン
デ
プ
ー
が
で
き
な
か
っ

7
 

．

の
一
例
で
あ
り
ま
す
。
ま
た、

全
国
二
十
一
お
立
ち
寄
り
に
な
り

、

賓
料
の
一
部
や
図
書
れ
た
が

、

そ
れ
に
よ
れ
ば

、

名
誉
会
員
二
四
た
こ
と
ぐ
ら
い
で

、

成
功
は
定
石
通
り
の
極

支
部
に
対
し
て
は
、
助
成
金
を
増
額
し
、
支
室
を
ご
覧
頂
い
て
、
会
の
歴
史
と
伝
統
の

一

名
、

永
年
会
員
三
八
名

、

終
身
会
員
五
四
地
法
を
展
開
し
た
結
果
だ
と
思
う
。

8
 

8
 

, 
4

部
活
動
の
活
性
化
を
計
る
と
共
に
、
各
支
部
端
に
ふ
れ
て
頂
い
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
名
、
通
常
会
員
四
、
二
三
二
名
で
合
計
四

、

な
お
、
募
金
に
つ
い
て
も
会員
、
企
業
と

7
 

5
1
の
主
要
行
事
に
は
役
員
が
可
能
な
限
り
出
席
と
で
あ
り
ま
し
た
。

三
四
八
名
で
あ
る
こ
と

、

昭
和
六
十
二
年
度
も
き
わ
め
て
順
調
で

、

赤
字
で
な
く
終
る
見

い
た
し
、
支
部
と
の
交
流
に
努
力
し
て
参
り
以

上
、

昨
年
度
の
概
況
を
申
し
あ
げ
ま
し
の
新
入
会
員
は
二
三
八
名
、
復
活
会
員

―
―
通

し
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

山

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
度
の
地
方
プ
ロ
ッ
た
が
、
本
日
ご
審
議
頂
く
諮
案
と
致
し
ま
し
名

、

物
故
会
員
二
四
名

、

退
会
者
三
八
名

、

ま
す
。
」

ク
懇
談
会
は
、

京
都
で
行
な
わ
れ
、
一
五
0

て
は
、
ご
案
内
の
通
り
…
…

除
籍
者
は
四
九
名
で
そ
の
結
果

、

会
員
増
は
▽
第

一
号
謡
案
・
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
報

可認紗
ノ
余
名
の
会
員
が
全
国
よ
り
集
り
、
盛
会
で
あ
①
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
一
三
八
名
で
あ
っ
た
。
つ
い
で

、

物
故
会
員
告
お
よ
び
収
支
決
箕

、

財
産
目
録
承
認
の
件

便郵
り
ま
し
た
。
京
都
支
部
の
行
届
い
た
ご
配
慮
決
算
財
産
目
録
承
認
の
件
に
対
し
黙
稿
が
捧
げ
ら
れ
た
が

、

六
十
二
年
に
つ
い
て
は

、

予
め
配
布
さ
れ
た
資
料
（
別

三
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
③
昭
和
六
十

三
年
度
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
度
の
物
故
者
I
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
掲
）
に
も
と
づ
い
て

、

事
業
報
告
は
新
井
常

種償
こ
の
様
に
有
意
義
な
集
会
が
各
地
方
プ
ロ
び
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件
〔
物
故
会
員
氏
名·
敬
称
略
〕
務
理
事
、
決
算
関
係
は
西
村
財
務
担
当
常
務

ッ
ク
毎
に
ま
す
ま
す
活
発
に
行
な
わ
れ
、
会
③
昭
和
六
十
三
年
度
会
員
除
籍
の
件
河
本
消
（
永
）

、

辻
荘
一
（
名
）、
山
崎
金
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
読
み
上
げ
な
が
ら
説
明
を

員
相
互
の
交
流
の
輪
が
更
に
広
が
る
よ
う
期
以
上
の

三
件
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
は
事
次
郎
（
永
）

、
水
越
誠
一
（
永
）
、
奥
貞
雄
加
え
た
。

ま
ず
昨
年
度
行
な
っ
た
事
業
は
ほ
）

待
し
ま
す
。
務

局
よ
り
説
明
致
し
ま
す
の
で、
宜
し
く
ご

（
永
）、
服
部
鉱
一、

谷
博

、

前
田
昌
睛

、

ぽ
例
年
通
り
で
あ
る
が

、

四
0
回
に
及
ぶ
集
2

以
上
、
会
の
経
常
的
な
活
動
で
あ
り
ま
す
審
議
頂
く
よう
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
江
波
戸
俊
弥

、

加
藤
喜
一郎
、

織
田
収

、

会
を
実
施
し

、

そ
の
中
で
と
く
に
大
き
な
も
（

が
、

将
来

、

「
二十
一
世
紀
に
向
け
て
会
は
聯
か
蛇
足

か
と
も
思
い
ま
す
が
、
先
程
申
岩
崎
昭
一

、

岩
永
安
雄
、
細
井
隆
司
、
茶

の
は
十
一
月
一
日
に
京
都
で
行
な
わ
れ
た
全

ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
作
り

し

あ
げ
ま
し

た
「
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
に
谷
東
海
、
梢
田
清
、
多
田
隆
峰
、
奥
井
忠
国
支
部
懇
談
会
、
十
二
月
玉
日
の
年
次
晩
餐

の
第
一
歩
と
し
て
、
名
誉
会
員
の
方
々
及
び
当
っ
て
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
の
確
立
、
国
内
諸
保
、
新
谷
栄

三
郎
、
兼
平
治
水、

大
味
精
会
と

三
月
十
二
日
の
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ

評
議
員
会
に
諮
問
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
事
項
の
整
備

・

拡
充
な
ど
を
本
年
度
の
目
標
司
、
北
出
箕
吉

、

福
士
秀
夫
、
牛
窪
浩

ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
あ
っ
た
。
研
究
会
は
日
本

処
、
昨
年
末
答
申
を
ま
と
め
て
頂
き
ま

し
と
し
て
努
力
致
し
て
い

き
た
い

と
存
じ

ま
つ

い
で
大
塚
副
会
長
よ
り
昨
年
度
の
最
大
登
山
医
学
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
な
ど
二
回
、
講
演

ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
三
国
友
好
登
山
の
経
過
会
は
九
回
、
展
覧
会
は
山
岳
写
真
の
源
流
展

た
。
す
。

今
後
は
理
事
会
や
各
委
員
会
で
の
検
討
を

何
卒
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
、
遠
慮
報

告
が
特
別
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
概
要
は
な
ど
五
回

、
そ
し
て
支
部
の
活
動
は
東
海
支

重
ね
将
来
に
向
っ
て
、
よ
り
よ
い
会
の
発

展
の
な

い
ご
批
判
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
次
の
通
り
で
あ
る
。
部
の

日
本
・

ネ
パ
ー
ル
国
際
交
流
訪
ネ
な
ど

を
実
現
す
る
た
め
の
指
針
を
得
た
い
と
考
え
以
上
総
会
開
催
の
ご挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
「
詳
細
は

T
>
、
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
た
七
件
で
、
永
年
続
け
ら
れ
て
き
た
静
岡
支
部

の
で
省
略
す
る
が、

非
常
な
強
運
に
恵
ま
れ
の
紅
葉
会
は
最
終
回
で
あ

っ
た
。

て
お
り
ま
し
す
。

な
お
、

申
し
お
く
れ
ま
し
た
が

、

昨
年
七
司
会
は
勝
山
総
務
担
当
理
事
が
あ
た
り

、

て
無
事
に
終
っ
た
。
と
く
に
五
月
五
日
の
天
登
山
施
設
の
改
善

、

そ
の
他
登
山
に
必
要

な
る
ひ
と
と
も
ひ

と

月
、

浩
宮
徳
仁
親
王
殿
下、

三
笠
宮
寛
仁
親
は
じ
め
に
、
定
款

に
よ
る
総
会
成
立
に
必
要
候
に

は
大
変
気
を
つ
か
っ
た
が
稀
に
み
る
快
な
事
業
は
上
祁
地

山
研
の
開
所
の
ほ
か

、

フ

王
殿
下
が
自
ら
進
ん
で
ご
入
会
下
さ
っ
た
こ
な
人
数
の
確
認
が
行
な
わ
れ、

議
長
に
は
今
晴
に
助
け
ら
れ
た
。
今
回
の
こ
と
を
点
数
を
ィ
ル
ム

、

ス
ラ
イ
ド
の
充
実
、
山
岳
禅
物
館

と
、
そ
し
て
浩
宮
殿
下
が
年
次
晩
餐
会
に
出
西
会
長
、
議
事
録
署
名
人
に
は
森
遠
宏
、
石
つ
け
れ

ば
九
0
点
と
い
う
所
で
あ
と
一
0
点
の
準
備
そ
の

他
で
あ
り

、

山
岳
遭
難
予
防
対
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策
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進
、
海
外
登
山
で

の
最
大
の
も
の
は
三
国
友
好
登
山
で
あ
っ

た
。

さ
ら
に
、
機
関
誌
は
例
年
通
り
「山
岳
」

「
山
」「山
日

記
」
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ

た
ほ
か
、
海
外
山
岳
団
体
一
四
ヵ
国
一
九
団

体
と
の
情
報
交
換
も
活
発
に
行
な
っ
た
。

ま
た
六
十
二
年
度
の
収
支
決
算
、
財
産
目

録
に
つ
い
て
も
別
掲
の
衰
料
の
通
り
で
あ
る

が
、

本
年
度
か
ら
公
益
法
人
会
計
基
準
に
忠

実
に
則
っ
た
の
で

、

従
来
の
形
式
と
は
若
干

異
な
り
「
正
味
財
産
増
減
計
算
書
」
が
新
し

く
つ
く
ら
れ
た
り

、

未
収
入
会
費
や
棚
卸
資

産
な
ど
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。
な
お、

事
業

報
告
に
は
の
っ
て
い
な
い
が
、
松
田
常
任
評

議
員
の
大
変
な
尽
力
に
よ
り
会
計
処
理
も
コ

ン
ビ
ュ
ー
タ
と
な
っ
た
の
で
、
簡
単

、

迅
速

か
つ
正
確
に
や
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
謝

の
意
が
表
さ
れ
た
。

六
十
二
年
度
の
収
支
決
算
を
結
論
的
に
要

約
す
れ
ば
、
当
初
赤
字
予
算
で
出
発
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず

、

収
入
の
部
で
予
想
以
上
の

会
費
収
入
の
伸
び
が
あ
り
（
予
想
よ
り
入
会

者
が
三
八
名
も
う
わ
ま
わ
っ
た
）
極
め
て
健

全
に
推
移
し
結
果
的
に
は
黒
字
決
算
と
な
っ

た
。支

出
の
部
に
つ
い
て
も
事
務
費
、
管
理

費
、

そ
の
他
も
ほ
ぽ
予
算
通
り
よ
く
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
さ
れ
予
算
を
わ
ず
か
上
ま
わ
っ
た
の

み
で
あ
っ
た
。
な
お

、

図
裕
費
の
増
額
は
山

崎
文
庫
の
購
入
費
で
あ
り

、

什
器
備
品
購
入

支
出
の
七
0
万
円
は
そ
の
害
架
で
あ
る
。

•• ‘ ......................................
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北
極
点
で
会
っ
た
シ
パ
ロ
は
、
沈
培
で
、
力
強
さ
に
あ
ふ
れ

i

た
、

し
か
も
謙
虚
な
男
だ
っ
た
。

行
程
半
ば
と
い
う
こ
と
も
あっ

i

て
千.. 

を
歩
き
通
し
た
こ
と
へ
の
気
負
い
は
な
く
、
氷
の
割
れ
始
一

・

和
的
＠
幽

め
る
後
半
の
八
百
＊．
の
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
も
っ
ぱ
ら
考
え
て
い

i

一
シ
。
ハ
ロ
の
情
執
~
る

よ
う
だ
っ
た
。

話
を
聞
い
て
わ
か

っ

た
こ
と
の
一
っ
は
、
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
休
i

i
地
球
の
て
つ
。
へ
ん
の
縦
走
、
と
い
っ

て
も
ピ
ン
と
来
な
い
か
も
ま
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
全
行
程
で
五
回
の
補
給
フ
ラ
イ
ト

一

i
し
れ
な
い
が

、

六
月
一
日
、
ソ
連
と
カ
ナ
ダ
の
十三
人
の
男
達
が
が
あ
っ
た
（
う
ち
極
点
ま
で
は
三
回
）
が

、

そ
の
待
時
間
で
す
。

i

i
カ

ナ
ダ
・
エ
ル
ズ
メ
ア
島
に
た
ど
り
つ
い
た
時
の
状
況
を
簡
単
に
厳
し
い
、
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
の
医
療
チ
ェ
ッ
ク
に
費
や
さ
れ

i

こ
口
え
ば
そ
う
な
る
。
三
月
一＿
一日
、
ソ
連
北
極
圏
の
セ
ー
ベ
ル
ナ
ヤ
た
。
で
こ
ぼ
こ
や
ク
ラ
ッ

ク
以
外
何
の
変
哲
も
な
い
無
限
の
氷
海i

i
・

ゼ
ム
リ
ャ
を
ス
キ
ー
で
出
発
し
た
一
行
は
、
八
十
一
日
を
か
け
を
毎
日
歩
き
続
け
る
ソ
連
の
冒
険
家
の
体
力
は
、
カ
ナ
ダ
人
の
そ
~

一
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
北
米
大
陸
を
徒
歩
で
横
断
す
る
と
い
う
れ
を
幾
分
上
回
っ
た
ら
し
く
途
中
「
ス
。
ヒ
ー
ド
が
早
す
ぎ
る」
と

i

i
前
人
末
到
の
快
挙
を
や

っ
て
の
け
た
の
で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
隊
員
の
間
で
注
文
も
出
た
ら
し
い
。

i

i

四
月
―
―
十
六
日、
中
間
地
点
の
北
極
点
に
到
達
し
た
時
は
両
国
一
九
七
九
年
の
北
極
点
ス
キ
ー
行
当
時
の
写
真
を
見
る
と
装
備i

i
の
大
臣
ま
で
お
祝
い
セ
レ
モ
ニ
ー

の
た
め
に
極
点
に
ジ
ェ
ッ
ト
機
類
は
か
な
り
素
朴
な
も
の
を
使
っ
て
い
た
。
今
回
は
も
っ
と
軽

i

i
と
ヘ
リ
を
乗
り
継
い
で
駆
け
つ
け
た
。
私
を
含
め
て
十
一
人
の
外
量
、
保
温
性
の
あ
る
も
の
が
用
意
さ
れ
た
が
、
寒
さ
や
風
雪
に
対

i

i
国
人
取
材
者
も
初
め
て
ソ
連
囲
か
ら
北
極
点
に
舞い
お
り
る
機
会
す
る
ソ
連
の
男
達
の
強
さ
は
並
で
は
な
い
。
実
際
に
北
極
で
風
に

i

i
を
与
え
ら
れ
た
。
一
見
国
を
挙
げ
て
の
大
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
吹
か
れ
て
み
る
と
そ
れ
が
実
感
さ
れ
る
の
だ
。

i

一の
よ
う
だ
が

、
仕
掛
け
た
の
は
極
地
探
検
家
と
し
て
知
ら
れ
る
隊
「
彼
は
最
強
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
も
歩行
者
で
も
な
い
。
し
か
し

i

一
長の
ド
ミ
ト
リ
ー

・
シ
パ
ロ
だ
っ
た
。
ひ
と
た
び
前
方
に
困
難
が
立
ち
塞
が
る
と
必
ず
自
分
が
先
頭
に
立

i

i

四
十
六
オ

、

一
＂
？
八
十
”
ン
の
こ
の
数
学
教
師
の
極
地
へ
の
情
熱
つ
」
シ
パ
ロ
の
こ
と
を
友
人
の
一
人
は
北
極
探
検
に
つ
い
て
の
本

i

i
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ
る
。
十
年
を
か
け
て
準
備
し
た
最
初
の
の
中
で
こ
う
掛
い
て
い
る
。
モ
ス
ク
ワ
で
の
生
活
で
も
そ
の
た
め

i

i
ス
キ
ー

に

よ
る
北
極
点
行
を
一
九
七
九
年
に
六
人
の
仲
間
と
成
し
の
鍛
練
を
欠
か
さ
な
い
、
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
む
彼
の
写
真
を
i

i
遂
げ

、

次
の
目
標
と
し
て
「
横
断
」
を
計
画
、
そ
の
準
備
を
進
め
私
も
見
せ
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

i

i
な
が
ら
タ
イ
ミ
ー
ル
半
島
周
辺
や
暗
夜
の
北
極
海
で
長
期
間
の
氷
シ
パ
ロ
を
含
め
何
人
か
の
極
地
探
検
家
と
話
し
て
一
人
一
人
の
一

了
上
ス
キ
ー
探
検
を
何
度
も
試
み
て
い
る
。
ソ
連
か
ら
カ
ナ
ダ
ヘ
の
面
白
い
持
ち
味
が
印
象
に
残
っ
た
。
ボ
ー
ラ

ン
ド
の
登
山
家
も
そ

i

i
横
断
を
実
現
す
る
た
め
に
は
無
論
い
ろ
い
ろ
な
障
害
が
あっ
た
。
う
だ
っ

た
が
、
社
会
主
義
の
国
に
つ
い
て
も
っ
ぱ
ら
決
ま
り
き
っ

i

i
い
く
つ
か
の
探
検
行
を
共
に
し
な
が
ら
彼
の
行
動
を
二
十
年
間
追
た
情
報
し
か
持
た
な
い
た
め
に
私
達
は
冒
険
者
た
ち
の
個
性
を
知i

i
い
続
け
て
来
た
ベ
テ
ラ
ン
記
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
を
と
も
か
く
も
る
上
で
損
を
し
て
い
る

、

と
思
う
。

~

（江
本
嘉
伸
）

i

i
可
能
に
し
た
の
は
シ
パ
ロ
の
情
熱
だ
っ
た
。

••••••••
••••• 

•••••••
•••••••••• 
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0

以
上
の
結
果

、

当
期
の
正
味
財
産
の
増
加

2
 
・
額
は
一

、

0
六
八
万
円

、

そ
れ
に
前
期
繰
越

．

正
味
財
産
を
加
え
る
と
期
末
の
正
味
財
産
合

7
 

9
8
8
計
は
一
憶
四、

五
四
0
万
円
と
な
っ
た
。

4

こ
れ
に
対
し
て、

山
本
健
一
郎
監
事
よ
り

7
 

5
1
監
事
を
代
表
し
て
監
査
報
告
が
あ
り

、

六
十

二
年
度
の
収
支
計
算
書、

正
味
財
産
増
減
計

山）

算
書

、

貸
借
対
照
表
お
よ
び
財
産
目
録
な
ど

に
つ
い
て

、

正
確
か
つ
妥
当
で
あ
り、

ま
た

可認砂
，
業
務
に
つ
い
て
も
正
確
か
つ
妥
当
な
も
の
で

便虹
ぁ
る
と
さ
れ
た
。

三
そ
の
結
果

、

全
員
異
識
な
く
拍
手
の
う
ち

に
承
認
さ
れ
た
。

第
( 

▽
第
二
号
謡
案
・

昭
和
六
十

一一
一
年
度
事
業
計

画
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件
に

つ
い
て
も
第
一
号
謡
案
と
同
様

、

新
井

、

西

村
両
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
に
従
っ
て
配
布

資
料
（別
掲
）
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
昭
和
六
十
三
年
度
の
事
業

計
画
は
本
年
七
月
に
北
海
道
で
行
な
わ
れ
る

全
国
支
部
懇
談
会
な
ど
集
会
ニ―
回
、

研
究

会
五
回

、

展
覧
会
一
回

、

講
演
会
五
回

、

そ

の
他
登
山
の
た
め
の
適
切
な
事
業、

自
然
保

護
の
推
進

、

機
関
誌
の
発
行
な
ど
ほ
ぽ
前
年

度
並
み
の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

そ
れ
に
伴
う
予
算
に
つ
い
て
も
別
掲
の
賓
料

の
通
り
計
上
さ
れ
て
お
り

、

前
年
度
が
赤
字

予
算
で
出
発
し
た
の
に
対
し
、
本
年
度
は
若

干
（
ニ
―
•

五
万
円
）
の
黒
字
予
算
で
ス
タ

ー
ト

す
る
と
い
う
極
め
て
健
全
な
運
営
が
で

き
る
。

以
上
に
つ
い
て
も

、

全
員
異
謡
な
く
拍
手
の
で
極
め
て
ス
ム
ー

ズ
に
議
事
が
進
行
し
、

の
う
ち
に
承
認
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
予
定
通
り
の
午
後
七
時
に
審
謡
は
終

了

▽
第
三
号
議
案
◆

昭
和
六
十
三
年
度
除
籍
の
し
た
。
最
後
に
司
会
よ
り

、

本
年
六
月
十
八

件
に
つ
い
て
は
別
掲
資
料
の
通
り
四
九
名
で
1
3、

勤
労
福
祉
会
館
に
お
い
て
「
三
国
友
好

あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
勝
山
理
事
よ
り
登
山
隊
の
懇
談
会
」
が
あ
る
の
で
で
き
る
だ

「
これ
は
あ
く
ま
で
除
籍
対
象
者
案
で
あ
け
出
席
し
て
欲
し
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
の

り
、

会
費
を
納
入
す
れ
ば
復
帰
で
き
る
の
ち
会
場
を
隣
に
移
し
て
恒
例
の
懇
親
会
が
行

で
、

知
り
合
い
の
各
位
か
ら
説
得
し
て
い
た
な
わ
れ
た
。

だ
き
た
い
」
と
の
要
諮
が
あ
っ
た
。

懇
親
会
は

、

祁
遠
会
員
の
司
会
で

、

ま

以
上
、
本
年
度
は
特
に
役
員
人
叩
も
な
い
ず

、

今
西
会
長
の
挨
拶
。
総
会
と
は
ぐ
っ
と

』
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~

＾
自
然
保
護
随
想
＞

や
せ

ゼ

ン

マ

イ

一
こ
の
連
休
に
故
郷
の
山
に
入
っ
た
。
豪
雷
で
名
高
い
新
潟
の
魚

i
沼
地
方
。
そ
し
て
い
ま

、

里
山
は
山
菜
取
り
の
最
盛
期
で
あ
っ

i
た
。
塁
か
な
水
を
吸
い
半
年
間
の
完
全
な
休
養
を
と
る
こ
と
の
で

i
き
る
こ
の
地
は
肥
沃

、

か
つ
て
は
山
菜
の
宝
庫
で
あ
っ
た
。
特
に

~
魚
沼
の
ゼ
ン

マ
イ
は
有
名
で

、

殊
の
ほ
か
村
人
達
は
大
切
に
し
て

~

き
た
。

i

と
こ
ろ
で
山
菜
取
り
の
最
低
の
マ
ナー
は

、

小
さ
い
も
の
や

、

~
不
必
要
な
も
の
ま
で
取
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
し
て
や

一根
こ
そ
ぎ
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
し
て
は
な
ら

な
い
。
必
ず

一種
を
残
し

て
次
代
に
つ
な
い
で
や
る
だ
け
の
自
然
保
護
へ
の
配
慮

i
が
必
要
だ
。
さ
も
な
く
ば
総
て
を
な
く
し
て
し
ま
う
自
然
破
壊
へ

i
と
つ
な
が
っ
て

し

ま
う
。
あ
た
か
も
釣
人
が
小
さ
い
魚
は
川
に
返

i
す
よ
う
な
賓
源
保
護
の
や
さ
し

い
心
掛
け
が
欲
し

い
。
い
か
に
強

~
靱
な
生
命
力
に
富
む
山
菜
と
い
え
ど
も
乱
穫
は
死
滅
を
招
い
て
し

~
ま
う
。

~

か
つ
て
の
わ
が
村
の
ゼ
ン
マ
イ

は
太
く
て
か
つ
地
立
窟
に
あ
っ

••••
••••••••••• 

く

だ
け
た
雰
囲
気
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
の
話
。

「
私
は
八
一
歳、

ま
だ
ま
だ
元
気
で
海
外

の
山
に
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

皆
さ
ん
も
頑

張
っ
て
下
さ
い
」
と
の
前
爵
で
佐
々
前
会
長

の
鞄
杯
の
音
頭
で
宴
会
が
始
っ
た。

あ
と

は
例
に
よ
っ
て
談
笑
の
輪
が
で
き、

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、

午
後
八
時
半
前

に
解
散
と
な
っ
た
。

（記
事
・
小
倉
厚

／
写
真
・

武
居
台
一
＿＿）
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た
。
だ
が

、

今
は
ど
う
だ
ろ
う
。
故
郷
の
山
で
の
私
の
見
分
は、

i

い
た
る
所
に
車
道
が
つ
け
ら
れ
ず
た
ず
た
に
な
っ
て
い
た
。
だ
か
~

ら
町
か
ら
も
他
村
か
ら
も
ご
く
簡
単
に
車
で
乗
り
つ
け
ら
れ

、

折

i

か
ら
の
グ
ル
メ
プ
ー
ム
に
の
っ
て
山
菜
に
人
気
が
集
ま
る
こ
と
も~

あ
っ
て
多
く
の
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
当
然、

山
菜
取
り
の
最
低
の

i

マ
ナ
ー

も
知
ら
な
い

人
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
結

i

果
、

わ
が
村
人
達
が
大
切
に
し
て
き
た
山
菜
は
荒
さ
れ
て
見
る
か

i

げ
も
な
く
、

私
は
茫
然
と
し
て
し
ま
っ
た
。

5

私
達
は
細
い
ゼ
ン
マ
イ

を
「
や
せ
ゼ
ン
マ
イ

」
と
呼
ん
で

い

i

る
。
文
字
通
り
針
の
よ
う
に
細
く
や
せ
た
頻
死
の
ゼ
ン
マ
イ

の
こ

i

と
で
、

村
人
た
ち
は
そ
ん
な
も
の
は
可
愛
い
そ
う
で
決
し
て
手
を

i

出
さ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

、

今
で
は
そ
れ
ば
か
り
が
目
に
つ

i

き
、

そ
れ
ま
で
取
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

i

今
春

、

新
聞
で
話
題
を
呼
ん
だ
岐
阜
県
の
宮
川
村
の
よ
う
に

入

i

山
規
制
を
し
た
り

、

パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
い
る
の
も
む
べ

な
る
か

i

な
と
思
っ
た
。

わ
が
故
郷
の
自
然
の
荒
廃
や
破
壊
の
進
展
の
度
合
は

、

こ
の

~

「
や
せ
ゼ
ン
マ
イ

」
に
表
徴
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
嘆

i

き
つ
つ
山
を
お
り
て
き
た
。
（

小
倉
厚

）

i
(4 ) 



装
備
が
無
い
の
で

、

若
し
あ
っ
た
ら
寄
託
し

て
頂
け
な
い
か
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た。
故

村
井
米
子
女
史
の
装
備
も
お
願
い
し
て
あ

り

、

そ
の
内

、

入
手
で
き
る
予
定
で
あ
る

が
、

で
き
れ
ば
現
在
古
い
会
員
の
方
で

、

使

用
済
み
の
装
備
を

、

ご
寄
贈
頂
け
な
い
も
の

去
る
昭
和
六
十
年
八
月、

日
本
山
岳
会
ル
か
と
思
い

、

こ
の
欄
を
借
り
て
お
願
い
す
る

ー

ム
に
お
い
て
、

日
本
山
岳
会
創
立
八0
周
次
第
で
あ
る
。

年
記
念
展
を
開
催
し
た
際、

か
ね
て
「
山
岳
特
に
女
性
用
と
区
別
す
る
の
は、
女
性
の

博
物
館
を
考
え
る
会
」
で
は、

将
来
の
拶
と
登
山
は
主
と
し

て
女
人
禁
制
が
明
治
五
年
解

し
て
歴
史
的
究
料
を
整
理
し
集
め
る
こ
と
を
禁
さ
れ
て
か
ら
の
登
山
で
あ
っ
て
男
性
よ
り

目
指
し

て
い
た
の
で
こ
れ
に
協
力
し
よ
う
と
ず
っ
と
お
く
れ
て
い
て
女
性
用
の
装
備
も
当

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
時
は
殆
ど
無
く
、
誠
に
貸
重
な
物
と
い
え
る

そ
の
時
、

婦
人
懇
談
会
の
担
当
理
事
だ
っ
か
ら
で
あ
る
。

た
梅
野
淑
子
会
員
は
女
性
登
山
史
の
展
示
を
既
に
使
用
し
な
く
な
っ
た
ビ
ッ
ケ
ル
、
ア

受
持
ち
数
人
の
有
志
会
員
の
協
力
を
得
て
、

イ
ゼ
ン
、

登
山
靴

、

ザ
ッ
ク
、

登
山
服
装
そ

女
流
登
山
家
の
写
頁
や
登
山
装
備

、

「
女
性
の
他
、
明
治
、

大
正

、

昭
和
中
頃
ま
で
の
古

登
山
・

現
代
へ
の
歩
み」
の
年
表
な
ど
展
示
い
装
備
、

ま
た
海
外
遠
征
時
に
使
用
し
た
装

）
し
た
と
こ
ろ

、

思
わ
ぬ
好
評
を
受
け
、

皆
で
備
等

、

あ
り
ま
し
た
ら

、

是
非
こ
の
際
、

日

可認
協
力
し
て
や
っ
た
と
い
う
実
感
を
得
た。

本
山
岳
会
資
料
委
員
会
に
ご
寄
贈
頂
き
た
い

こ
の
時
の
展
示
品
は
現
在
松
本
ア
ル
プ
ス
と
思
う

。

物

山
岳
館
の
女
性
n

ー
ナ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い

「
山
岳
博
物
館
を
考
え
る
会
」
も、

賓
料

輝種―-
l

る
が
、

女
流
登
山
家
か
ら
借
用
し
た
装
備
は
の
挫
理
や、
大
町
山
岳
博
物
館
及
び
松
本
山

墳

一
応
お
返
し
し
て
し
ま
っ
た
の
で、

写
真
だ
岳
館

へ
の
寄
託
等
、

中
村
純
二
氏
を
中
心
に

。

け
が
復
写
し
て
展
示
し
て
あ
り、

装
備
と
し
皆
が
協
力
し
た
結
果、
昭
和
六
十
二
年
に
は

2
 

●
て
は
エ
ペ
レ
ス
ト
遠
征
隊
田
部
井
隊員
の
も

「資
料
委
員
会
」
と
し

て
、
織
田
沢
担
当
理

8
8
の
が
あ
る
だ
け
で

、

古
い
女
性
の
装
備
は
何
事
の
も
と
に
発
足
し

、

新
し
い
段
階
を
迎
え

, 
4

も
無
い
ま
ま
で
あ
る
。

て
い
る
。
そ
し
て
、
将
来
の
日
本
山
岳
会
に

昨
年
上
高
地
山
研
へ
行
っ
た
折
、

松
本
ア
よ
る
山
岳
博
物
館
に
展
示
す
る
沢
料
の
保
存

7
 

ー

5
 ル

プ
ス
山
岳
館
へ
立
寄
っ
て、

川
口
義
隆
主
と
収
集
を
目
的
と
し
て
、
人
員
も
増
加
し

、

事
に
会
っ
た
と
こ
ろ

、

女
性
の
古
い
服
装
や
地
味
な
仕
布
を
続
け
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

山

液
料
委
員
会

坂
介
登
喜
子

女
性
の
登
山
装
備

展
示
に
つ
い
て

冒
る
。
と

、
共
に
内
容
的
に
系
統
立
っ
た
豊
富
な
資

欧
州
の
山
岳
博
物
館
と
日
本
の
山
岳
博
物
館
料
が
足
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

私
は
毎
年
ョ
ー

ロ
ッ
パ
・

ア
ル
。
フ
ス
周
辺
山
国
日
本
に
も
世
界
の
岳
人
が
訪
れ
て
も

の
旅
に
同
行
し

、

山
岳
博
物
館
を
見
学
し
て
誇
れ
る
よ
う
な
山
岳
博
物
館
を
、
と
前
会
長

い
る
。
佐
々
保
雄
氏
時
代
に
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
紹
介

特
に
毎
年
訪
れ
る
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
山
岳
さ
れ
た
が

、

＂
器
い
つ
ま
り
建
物
に
入
れ
る

博
物
館
（
財
源
ザ
イ
ラ
ー
財
団、

管
理
ス
イ
貨
重
な
歴
史
資
料
を
今
か
ら
集
め
、
大
町
や

ス
山
岳
会
）
は
、

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
支
部
長
ホ
松
本
に
寄
託
し
や
が
て
は
こ
れ
等
批
重
な
資

フ
ス
テ
ッ
タ
ー
氏
の
ご
好
惹
で
、
見
学
さ
せ
料
が
一
堂
に
集
め
ら
れ
展
示
で
き
る
時
代
が

て
頂
い
て
い
る
が

、

行
く
た
び
に
内
容
の
一
迎
え

ら
れ
た
ら
：
．．．
．
、

と
私
た
ち
は
小
さ
な

部
が
展
示
替
え
さ
れ
て
い
て
、

中
で
も
ア
ル
希
望
の
芽
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

賓
料
の
収
集
と

プ
ス
登
攀
記
で
有
名
な
ウィ
ン
パ
ー
の
ロ
ー
保
存
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

プ
切
断
に
よ
る
巡
難
記
録
の一
室
は
、
胸
迫

る
思
い
に
さ
せ
ら
れ
る
。
た
だ
難
を
い
え
布
打
車
F
甜
{止
口熊

本
支
部
）

ば
、
館
が
二
階
建
て
で
狭
い
感
じ
だ
。ベ
ル

ン
の
は
郵
便
局
の
建
物
の
中
に
あ
り、
シ
ャ

5

モ
ニ
は
大
き
な
ア
パ
ー
ト

の
階
下
に
あ
っ
て

支
部
総
会

独
立
し
た
立
派
な
建
物
で
は
な
い
。
昭
和
六
十

三
年
度
の
支
部
総
会
は、

五
月

こ
れ
に
比
べ
る
と
日
本
の
大
町
博
物
館
十
五
日
午
後
二
時
か
ら
熊
本
市
の

N
T
T
会

は
、
以
前
小
学
校
々
舎
を
改
築
し
て
い
た
も
館
会
謡
室
で
開
催
さ
れ
た
。

の
が
、

後
に
立
派
な
建
物
に
新
築
さ
れ
て
日
先
ず
西
沢
支
部
長
挨
拶
の
あ
と
支
部
長
を

本
を
代
表
す
る
山
岳
博
物
館
に
な
っ
た
。
議
長
に
指
名
し、

田
上
常
務
委
員
が
提
出
議

一
方
、

松
本
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
は
松
本
市
案
の
説
明
を
行
な
う
と
い
う
形
で
厳
事
は
進

観
光
課
の
管
理
で、

博
物
館
で
は
な
い
た
行
さ
れ
た

。

め
、
小
規
模
で
、

団
体
食
棠
が
大
き
く

、

展

●
昭
和
六
十
二
年
度
の
事
業
報
告

、

決
算
報

示
室
が
狭
い
の
は
誰
し
も
感
じ
る
こ
と
で
あ
告
、

会
計
監
査
報
告
は
い
ず
れ
も
原
案
通

る
。
ま
た
海
外
の
山
岳
栂
物
館
に
比
較
す
る
り
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の
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話
す
る
と
、
目

を
き
ら
き
ら
さ
せ
て
嬉
し

そ
う
に
き
い
て
下
さ
っ
た
し
、
一
昨
年
秋

に
名
誉
会
員
推
せ
ん
が
決
っ
た
こ
と
を
お

知
ら
せ
に
伺
っ
た
時
は
本
当
に
お
喜
び
に

五
月
二
十
日
、
総
会
の
日
に
、
川
森
さ
な
り
、
年
次
晩
さ
ん
会
に
（
車
椅
子
で
）

ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
伊
東
の
国
立
温
泉
出
席
し
た
い
、
と
お
っ
し

や
っ
た
の
が
忘

病
院
か
ら
熱
海
ケ
ア
ホ
テ
ル
ヘ
移
ら
れ
た
れ
ら
れ
な
い
。

の
が
一
昨
年
の
荘
で
あ
る
。
温
泉
病
院
で
川
森
さ
ん
と
い
え
ば
女
性
登
山
家
の
草

は
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
ら
っ
し
や
っ
た
分
け
と
し
て
活
躍
さ
れ、

岩
登
り
な
ど
女

が
、
熱
海
で
は
ほ
と
ん
ど
ベ
ッ
ド
の
生
活
性
と
し
て
数
少
な
い
分
野
で
の
先
駆
者
で

の
ご
様
子
だ
っ
た
。
あ
る
。
ま
だ
外
国
の
山
な
ど
夢
の
ま
た
夢

昭
和
六
十
年
六
月
に
、J
A
C

創
立
8
0
だ
っ
た
昭
和
三
十
九
年
に

、

八
ヵ
月
も
ョ

周
年
記
念
の
展
示
品
を
お
借
り
し
に
伊
東
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
さ
れ
て
今
井
友
之
助
さ

ヘ
伺
っ
た
頃
は
、
言
語
と
歩
行
が
ほ
ん
の
ん
と
本
場
の
ア
ル
プ
ス
を
登
ら
れ
た
。
フ

少
し
ご
不
自
由
だ
っ
た
も
の
の
と
て
も
お
ラ
ン
ス
や
ス
イ
ス
の
登
山
家
と
の
交
流
も

元
気
で
、
伊
東
の
海
と
街
を
一
望
す
る
す
多
い
。
山
登
り
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
キ
ー
は

ば
ら
し
い
お
宅
で
ア
ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
指
導
員
、
カ
メ
ラ
は
個
展
を
開
く
腕
前
、

山
の
お
話
を
し
て
下
さ
っ
た
り
、
ご
主
人
お
料
理
は
先
生
、
と
、
何
を
な
さ
っ
て
も

に
ア
ト
リ
エ
の
た
く
さ
ん
の
絵
を
見
せ
て
一
流
で
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
雲
上
人
の

い
た
だ
い
た
り
し
て
本
当
に
楽
し
い
一
日
よ
う
な
方
で
あ
っ
た
が
、
婦
人
懇
談
会
の

を
過
ご
し
た
こ
と
が

、

夢
の
よ
う
に
な
つ
行
事
な
ど
に
は
い
つ
も
一
会
員
と
し
て
参

か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

そ
の
後
お
見
舞
加
さ
れ
メ
ン
バ
ー
シ

ッ
プ
を
大
切
に
し
て

に
伺
っ
て
山
や
山
岳
会
の
あ
れ
こ
れ
を
お
下
さ
っ
た
。

の

こ

と

通
り
承
認
さ
れ
た
。
部
長
職
を
設
け
る
た
め
の
支
部
規
約
の

一
部

四
月
二
十
三
日
し
二
十
四
日
目
丸
山
改
正
案
が
提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

八
月
六
日
し
七
日
場
所
未
定

●

役
員
選
任

十
月
十
五
日
し
十
六
日

上
福
根
山
西
沢
支
部
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
退
任
に

一
月
七
H

新
年
晩
餐
会
伴
う
新
し
い
支
部
長
に
は
奥
野
正
亥
が
、
今

●

支
部
規
約
の
一
部
改
正

回
新
た
に
設
け
ら
れ
た
副
支
部
長
に
は
本
田

支
部
長
を
補
佐
す
る
た
め
、
新
た
に
副
支
誠
也
が
選
出
さ
れ
た
。
な
お
、

一二
十
年
に
わ

ー

追
悼

た
り
支
部
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
西
沢
前
支

部
長
は
顧
問
に
選
出
さ
れ
た
。

●

支
部
事
務
局
の
変
更

〒
八
六
0
熊
本
市
二
本
木
三
ノ
三
ノ
八
田

上
敏
行
方
電
話

0
九
六
ー
三
二
四
ー

―
ニ

0
0
に
変
更
す
る
。

総
会
終
了
後

、

三
時
か
ら
別
室
で
懇
親
会

を
行
な
い
、
新
緑
の
美
し
い
日
本
庭
園
を
眺

め
な
が
ら
午
後
の
ひ
と
と
き
を
過
し
た
。

春
季
例
会

四
月
二
十
四
日
（
日
）
、平
家
落
人
伝
説

で
有
名
な
五
家
荘
の
北
に
位
置
す
る
目
丸
山

（
一三
四
一
＂い
）
へ
、
カ
タ
ク
リ
の
花
を
訪

ね
て
登
っ
た
。

「
九
州
に
は
カ
タ
ク
リ
は
自
生
し
な
い
」

と
す
る
植
物
図
鑑
も
あ
るが
、
こ
の
時
期
、

こ
の
付
近
の
山
一
帯
で
は
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
だ
原
生
林
の
残
る
山
頂
ま
で
は
登
山

ロ
よ
り
一
時
間
半
の
行
程
。

今
年
は
四
月
に
入
っ
て
寒
い
日
が
続
い
た

の
で
、

例
年
通
り
開
花
し
て
い
る
か
心
配
だ

っ
た
が

、

ツ
ガ
や
プ
ナ
の
大
木
に
囲
ま
れ
た

な
だ
ら
か
な
山
頂
の
落
葉
の
間
か
ら、

点
々

と
特
徴
あ
る
う
つ
む
き
か
げ
ん
の
姿
を
の
ぞ

か
せ
て
い
た
。

新
緑
に
は
ま
だ
早
い、

薄
ら
陽
の
洩
れ
る

明
る
い
パ
ス
テ
ル
調
の
林
の
中
に
、
清
楚
で

一今
年
も

五
月
理
事
会

五
月
十
一
日
午
後
六
時

一―
-
0分

場
所
本
会
ル
ー

ム
）

出
席
者

村
木
副
会
長、

小
林

、

早
坂
、
松

6

永
、
浜
口
、
織
田
沢
、
田
部
井、

関
塚
、

大
(

橋
、
太
田

、

岡
沢

、

新
井
、
大
森
、
勝
山
、

鈴
木
、
西
村
各
理
事
。
太
田
監
事

、

松
田

、

平
林
、
小
倉
、
広
羽
各
評
議
員。

委
任

今
西
会
長

、

大
塚
副
会
長
、
鴫
原
理

事
、
山
野
井
評
議
員
。

審
議
事
項

●

三
国
友
好
登
山
報
告
会
開
催
の
件
承
認

委
員
会
報
告

●

総
務
四
月
十
七
日
新
入
会
員
歓
迎
さ
く

ら
ハ

イ
ク
浅
間
嶺
に
て
参
加

六
十
四
名

「
日
本
山
岳
会
の
し
お
り
」
作
成
に
つ
い

て
、
各
支
部
と
の
情
報
交
換
に
つ
い
て

、

会

報
掲
載
文
の
転
載
に
つ
い
て
。

●

三
国
登
山
五

月
五
日
登
頂
交
差
縦
走
に

愛
ら
し
い
淡
紫
色
の
花
が

、

か
す
か
な
風
に

揺
れ
る
さ
ま
は

、

「
初
恋
」
の
花
言
葉
そ
の

ま
ま
に

、

わ
れ
わ
れ
の
目
を
充
分
に
楽
し
ま

せ
て
く
れ
た
。
（

田
上
敏
行
）

で

会
い

ま
し
よ

う
し碑磁i
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た
し
か
昭
和
十
年
頃
の
夏
だ
っ
た
と
思

ば
た
あ
ぐ
ら

う
。
徳
沢
小
屋
の
囲
炉
襄
辺
に
胡
座
を
か

い
て
い
た
、
い
か
に
も
山
な
れ
た
中
年
の

登
山
者
に
会
っ
た
の
は
。
連
れ
て
い
た
山

案
内
は
飛
騨
の
中
島
作
之
助
だ
と

、

そ
の

人
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
当
時
二
十
年
代
前

半
の
わ
れ
わ
れ
学
生
登
山
者
か
ら
見
る

と
、
髄
分
年
と
っ
て
み
え
た
そ
の
人
は
、

い
ま
考
え
る
と
三
十
代
の
後
半
か
精
々
四

あ
や

十
代
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
が
小
池
文
雄
さ

ん
に
初
め
て
お
会
い
し
た
と
き
だ
っ
た
。

* 

永
年
会
員

（山
口
節
子
）

* 

ご
自
分
の
思
う
ま
ま
さ
っ
そ
う
と
生
き

て
い
ら
し
た
川
森
さ
ん
が、

お
会
い
す
る

た
び
に
目
に
見
え
て
弱
っ
て
い
か
れ
、
い

つ
も
山
や
雪
で
焼
い
て
い
ら
っ
し
や
っ
た

お
顔
が
白
く
す
き
透
っ
て
、
ま
る
で
可
愛

い
お
人
形
さ
ん
の
よ
う
に
な
ら
れ
た
の
は

本
当
に
胸
の
痛
む
思
い
で
あ
っ
た
。

ご
自
分
で
も
ど
ん
な
に
か
歯
が
ゆ
く
、

無
念
に
思
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
良

い
季
節
に
な
っ
て
お
見
舞
に
伺
お
う
と
思

っ
て
い
た
矢
先
の
訃
報
で
あ
っ
た
。
何
と

も
心
残
り
で
、
申
し
わ
け
な
い
思
い
で
い

っ
ぱ
い
で
あ
る
。

後
か
ら
小
池
さ
ん
が
日
本
山
岳
会
の
会
成
功
。
五
月
十
一
日
夕
、
今
西
会
長
帰
国
、

員
で
『
山
岳
』
に
「
十
二
月
の
鹿
島
槍
ヶ
五
月
二
十
七
日
祝
賀
会
（
カ
ト
マ

ン
ズ
）。

岳
」
(
2
3
年
2

号
）
や
「
春
、
頂
稜
を
追
六
月
三
日
祝
賀
会
（
北
京
）
。
六
月
十
七
日

ひ
て
」
(2
5年
2

号
）
を
寄
稿
さ
れ
て
い
祝
賀
会
（
東
京
）
。
隊
員
帰
国
予
定
六
月

る
の
を
読
み
、
当
時
の
社
会
人
登
山
者
で
四
日
北
側
隊
員
、
五
月
三
十
日
頃
南
側
隊
員

は
数
少
な
い
積
雪
期
の
登
山
を
や
ら
れ
る

●

海
外
六
月
四
日
ア
ダ
ム
ス

・

カ
ー
タ
ー

人
だ
と
思
っ
て
い
た
。
最
近
調
べ
て
み
た
講
演
会

ら
昭
和
十
年
前
後
の
「山
と
渓
谷
」
誌

●

莉
所
登
山
「
初
め
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
講

に
、
小
池
さ
ん
は
北
ア
、
南
ア
、
信
州
各
師

沢
野
ひ
と
し
氏

地
の
山
の
紀
行
を
か
な
り
寄
稿
し
て
い

●

科
学
四
月

十
六
日
「
危
険
な
動
物
と
安

て
、
そ
の
活
躍
を
裏
づ
け
て
い
る
の
を
知
全
登
山
」
開
催
参
加
者
七

0
名

っ
た
。

●

医
療
六
月

十
一
し
十
二
日
第
八
回
日
本

戦
後
い
つ
頃
だ
っ
た
か
、
も
う
は
っ
き
登
山
医
学
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
開
催

り
覚
え
て
い
な
い
が
、
転
居
先
不
明
か
ら

●

フ
ィ
ル
ム
六
月
七
日
「
厳
冬
の
エ
ベ
レ

連
絡
が
途
絶
え
、
徐
籍
者
の
名
縛
に
入
れ
ス
ト
」
上
映

ら
れ
る
の
を
知
り
、
漸
く
住
所
を
調
べだ

●

婦
懇
四
月
二
十
一
日
、
五
月
十
四
日
筑

し
て
手
紙
を
差
上
げ
会
員
に
の
こ
っ
て
い
波
大
で
低
圧
ト
レ

ー

ニ
ン
グ
、
五
月
二
十
七

た
だ
い
た
。
昭
和
玉
十
三
年
十
二
月
の
年
日
ー

ニ
十
九
日
白
神
山
地
山
行
共
催
秋

次
晩
餐
会
で
永
年
会
員
に
な
ら
れ
た
と
田
支
部

き
、
四
十
余
年
ぶ
り
に
お
会
い
し
て
懐
旧

●

自
然
九
月

ー―-
l四
日
自
然
保
護
全
国

談
を
交
わ
し
た
。
「
貨
方
の
お
蔭
で
永
年
集
会
、
議
題
「
大
規
模
開
発
と
自
然
保
護
」
、

会
員
に
な
れ
ま
し
た
よ
」
と
喜
ん
で
言
わ
上
森
地
に
て
開
催
予
定
。

れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

●

集
会
四
月
二
十
七
H

現
地
小
集
会

小
池
さ
ん
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
黒
姫
山
、
五
月
十
四
日
し
十
五
日
若
葉
会

九
月
入
会
、
会
員
番
号
一
〇
八
四
、
去
る
山
行
西
吾
妻
山

二
月
二
十
八
日
逝
去
。
長
野
県
各
地
の
旧

●

山
研
四
月

三
十
日
上
高
地
山
研
開
所

制
中
学
校
の
先
生
を
さ
れ
て
い
た
と
記
節
●

会
報
各
委
員
会
の
催
し
物
の
日
程
は
ル

す
る
。
会
員
歴
六
十
年
に

一旦
る
古
い
会
員
ー
ム
の
使
用
等
調
べ
て
原
稿
を
送
っ
て
ほ
し

の
遠
逝
を
心
か
ら
悼
み、

冥
福
を
祈
り
ま
い
。

す
。
（
望
月
連

夫
）

●

図
書
マ
ウ
ン
テ
ン
ワ
ー
ル
ド
寄
贈
予
定

追
悼

ー
ー

に
つ
い
て
。

会
員
異
動
5

月

退
会

里
見
桂
子
（
九
一
八
五
）

藤
野
澤
祐
（
ニ
ニ
七
六
）

横
山
聰
（
九
九
0
I

)

 

林
哲
也
（
六
四
0
0
)

物
故

浜
岡

透
（
五

ーニ
八
六
）

6
3．
3

.

3
1

(1
4ペ
ー
ジ
ヘ
続
く
）

6

日
常
務
理
事
会

1
1
日
理
事
会

1
2日
婦
人
懇
談
会
、
学
生
部

1
3日
科
学
委
員
会

1
6日
学
生
部
、
サ
ク

ラ
ハ
イ
ク
写
真
交
換

会

1
7
H
総
務
委
、
婦
人
懇
談
会

1
8日
山
研
委
、
三
水
会

2
0日
支
部
長
会
議

2
3日
フ
ィ
ル
ム
委
員
会

2
4日
海
外
委
、
資
料
委

2
6日
婦
懇

2
7日
図
害
委

員
会

3
0日
高
所
登
山
委
講
演
会

3
1日
自
然
保
護
委
員
会

5

月
来
室
者
4
3
5
名

( 5 月）

●

山
岳
編
集
目
次
作
成
途
中
、
原
稿
依
頼

中

(7)  



（第三種郵便物認可） 山 517-1988 • 7 • 20 

·広濯瀑:暑臼遷弄・
9999999999999

••
•••• 

.

.

.

.

.

.
 ＊＊
＇
’
→
'

ぃ
，

→
9
9
9

,

．
→
9

9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

..... 

→
●
4
4

噌
’
→
→
『
→
●

ー

｛漢
字
百
話
シ
リ
ー
ズ
第
4

弾

]

圏
至
監
修
・
近
藤
信
行

直
呵
山
・
や
ま
事
興

行
I
I山
へ
の
讃
歌
“
。
自
然
を
愛
す
る
人
々
に
贈
る

『

文
字
と
言
葉
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。
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指導毀

支部関係費

海外詫関係費

山岳研究所運営贄

その他事業費

印刷 ・ 製本費

通信運搬費

事業費計
． 管理費

給料 ・ 手当

文具 ・ 消耗品贄

印刷・製本費

旅費 ・ 交通贄

通信 ・ 運搬費

火災保険科

修繕費

租税公課

光熱水料費

冠話料

竺
霊
5
6
0
4
m

羹
0
1
7
2
9
0
1
9
4

叫
碑
9
2
1
4
3
3

l

-
1

2

 

9
1
0
7
1
2
|
g

函
叩
。
畑
忍

惑
g
碑
屈
恩
屈0

4
7

3

&

 

000000000000
000
0000000002 

璃
四
唸
盃
翌
i
9

1

3

2

1

1

4

5

 

碑
8
呵
孤
竺
目
叩

⑳
g
1
0
1
1
6
4
2
3
2
~
3
5
1
7
4
g
2
6
3
 

四
竺□
5
3
0
涵
細
砂
屈
細
艇

細
1
0
9
網
逗
7
6
7

⑯
6
4
4
2
5
4
4
7
2
3
6

6
 

四

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
邸
邸
邸
邸

訊

□

竺
1
0
0
6
0
0
6
2
0
5
0
0

6

1

1

 

会諮茂 300, 

fl沿副蘭品賢 100, 

振替手数料 250, 

支部運常贄 2,850, 

福利厚生費 150, 

事務所管理股 650, 

その他管理授 1,500, 

負担金

雑抒 1 500. 
管理費計 17,290, 

．固定資産取得支出

什器備品講入支出

． 特定預金支出

図害出版研究基金支出

長期計画積立金支出

登山特別基金支出

終身会費積立金支出

退職給与積立金支出

特定頂金支出計 I 300, 
． 予 備費

予備費 11,800, 

竺
三
四
額

2
7
5
O
O
O
3
7
6
2
7
8

311164261791104667663135126206 

2

1

1

7

 

ー

700,0001 

目
年
成
孟

3
7
6
g

1
1
6
4
1
1
.
4
8
4
5
1
7
6
3
3
5
筵
8
3

_—

— 

——— 

収支計算 書

昭和 62 年 4 月 1 日から昭和 63 年 3 月 31 日まで

科

- 700,000I注

注
670772500000 

認
皿
盟

-
5-

— 

□
盈
磁

3
2
6
邸

4
4
7
砥

3
 

りー1 予算 額 I 決算額 I 差 異 1俯考
I ．収入の部

11. 基本財産運用収入

基本財産利息収入 400,~ 375,8251 24,175 

し．会費 ・ 入会金収入

L呈皇言巴言金収人iI:：：］]：：言吾里 ：言き号：
広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事業収入計

14 . 雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

~ . 衝預金取崩収入
図由出版基金取崩収入

K ． 特定預金運用収入
特定穎金運用収入

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収入合計 (B)

3
0
0竺
コ

鴎
5
1
3
6
8
7
0
8

, ー

000|000|
000|
000 

9

9

9

9

 

0
0
0
3
0
4
5
0
5
0
0
 

ー

1,380,000I 1,057,883 

-6,300I 

-21, 1831 

81,680! 

-208,420! 

322,117 

3,360,000I 3,192,106 167,894 

戚
邸
向

105390495 
, 

一
ー

, ー—— 0

1

1

 

66
00
66 

.. 3
0
5
7
4
0
賊

.. 1

2
 

日200350550 
OJ 3,950,0001 -3 , 950 , ()(刈注 1

“5. 01 4,575,942j -4,275,9421 

Ol 1,800,000[ 

当期支出合計 (C) I44,871 ，二145,529 , 274 - 65~ 

当期収支差額(A)-(C)-1,161 , oool 9 , 775,81斗ー10 , 936,8191

, 300四。I 300 ，⑱ 

ド：；：言に：霊―11,595,09:
52,068,572|63,663,664l-11,595,092, 

科

I. 支出の部

1. 事業費

出版費

図月

調査研究費

（注） 1 特定穎金取崩収入 ¥3, 950,000 （故山崎安治会只の蔵困及

び害架講入のため取J虻！）

目 1 予算額 I 決 算額 I 差 異四考

1 1三詈::| _；臼：；注 l|
(9 ) 



固定資産合計

資産合計

[2] 負債の部

1. 流動兵依

前受会費

預り金

流動負偵合計

＇． 固定負債

退廠給与引当金

固定負骰合計

負債合計

I[3] 正味財産の部
正味財産

（うち基本金）

（当期正味財産増加
額）

負債及び正味財産合計
’ | 

計算書類に対する注記

126,423, 7 

247, 

1,300, 

3. 次期繰越収支差額の内容は，次のとおりである。

147,096,461 

1,701,91~ 

14：霊：閾
10,675,791 

147,096, 4611 

1. 菰要な会計方針

(l) 有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は，総平均法による原価基準を採用し

ている。

(2) 固定資産の減価償却について

建物及び什器偏品の減価償却は行っていない。

(3) 引当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の 78彩に相当

する額を計上している。

(4) 資金の範囲について

資金の範囲には， 現金 ・ 預金，未収会費， 未払金，前受会

費及び預り金を含めている。なお，前期末及び当期末残高

は，下記3 に記載のとおりである。

2. 基本財産の増減額及びその残高は，次のとおりである。

科 目 前期末残高 1 当期増加 1 当期減少 当期末残商

貸付信託（三井） 2,380,000 

゜ ゜
2,380,000 

” （日本） 420,000 

゜ ゜
420,000 

, （中央） 5,200,000 

゜ ゜
5,200,000 

合計（基本金） 8,000,000 

゜ ゜
8,000,000 

科 目 前期末残高 当期末残高 備考

現金預金 8,358,572 14,999,801 

未収会費 3,536,500 

A ロ 計 I 8,358,5721 18,536,301 | 

前受会費

I I 
247,900 I 

預り金 154,010 

ムロ 計
| 01 401,910 I 

次期繰越収支差額 I 8,358,5721 18.134,391 I 
注）前期は， 現金 ・ 預金のみを資金の範囲とした。

4. 固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残涵は，次の

とおりである。

科 目 1 取得価額 1 減価償却累計額 1 当期末残砧
建物 36,006,808 0| 36.006.808 

什器備品 4,780,500 I o I 4,780,500 
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1 次期繰越収朋汽c) 1 7,197 , 57叫18,134,39l|-10,936,8191 | 

注） 1 図嘗費¥3,959,399（故山崎安治会員の蔵書購入¥3,250,000)

2 什器備品購入支出 ¥700,000 （上記購入図苔を収納のため）
3 長期計画積立金支出 ¥3,231,772 （同積立金積み増し¥

3,000,000) 

正味財産増減計算書

昭和 62 年 3 月 31 1'1~63 年 3月 31 日

科 目 金 額

1 ． 増加の部

1. 資産増加額

当期収支差額

什器 ・ 偏品

長期計画積立金

登山特別基金

終身会費積立金

増加額計

I . 減少の部

1. 資産減少額
棚卸資産

図書出版研究基金 I 3,623, 

9,775,819 

447. 

570, 

14,725,091 

減少額計

当期正味財産増加額

前期繰越正味財産額

期和E味財産合計額 1 | | 145,394,551| 

（注）公益法人の新会計基準の実施にともない資金の範囲等を変更
したため前期繰越正味財産額を一部修正した。

4,049, 

科

貸 借対照表

昭和 63 年3 月 31 日現在

目 l 金額

|［ 1] 資産の部
1. 流動資産

現金

振替貯金

普通預金

定期預金

未収会費

棚卸資産

流動資産合計

． 固定資産

基本財産

貸付信託

基本財産合計

276,779: 

425.945 

20,672,741 

8,000,000 ’ 

8,000,000 

その他固定資産
土地 46,297,170 

建物 I 36,006,808: 
I 

什器備品 4,780,500; 

図嘗出版研究基金 3,594,31 

長期計画積立金 10,031, 47 

登山特別基金 13,293,453! 

終身会費積立金

退顧給与積立金

その他固定資産合
計

(10) 
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固定負債合計

久債合計

正味財産

' 注 1) 棚卸資産内訳

種類

刊行物

服飾品 ・ その他

合計

摘 要 金 額

山岳 ・ 山岳摂刻版等 I 1, 1切，910
クラプタイ ペンダント等 1,008, 530 

I 2,136.440 

注 2) その他固定資産内訳

1. 建物および土地

A事務所および図書室 金 額

場所東京都千代田区四番町5番4
構造 鉄筋コンクリート造，陸屋根，地下 1階付5陪建

（事務所） 区分所有建物 1階部分 103.32m' 
円宅地持分 1,124.56 m• x339/10,000 

-38 .122584m• 72,720,170 

（図書£) 区分所打建物 1階部分 55.22 m• 
宅地持分 1,124.56 m1 X 176/10,000 

ー19.79225!\加'

計 158.54m’ 宅地持分 57.91484 m'

B 上莉地山岳研究所 I 
場所 畏野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114 い林小班 I 円
構造 鉄筋コン クリート造（一部木造） 1棟 100.69 m' 9,583,808 

合 計 82,303,97円8 

2. 什器偏品

品 名 I 翠月『 取得価格 1 所在
大XテJ20()ープX72{)ル ( 2 台セット）チーク材 750 48. 7.31 164,200 上高地

ソファーセット．チーク材レザー張 ◄8. 7.31 178,000 上高地
書庫内移動書架ー式，コンバックル 53. 2.10 l.500,000 図書室

応XL接E-セ30ットー式， 張布イス，テープル 53. 8. 2 218,000 該話室

閲覧用テープル (2 台），木製 53. 9.28 250,000 図書室

ライテ ィ ングピューロー，木製 54. 6.23 280,300 図 書室
テレピ， v ャープ CTーお01 （寄贈品） 55. 6. 4 80,(KX) 談話室

VビC-デオ7000カセッ t レコーダー， シャープ 55.12.Z'/ 116,000 該話立

フィ ルム収納キャ ピネット（スチール製） 56. 8. 8 254.000 図書寇

図書カード容器．木製 3段 56. 9.12 200,000 図書室

書 棚，木製 2段 56.12.22 500,000 図書完
16mm 映写讃 16-CL(MO) 61. 5.13 156,000 図書室
MS バウチ H-140 61.10.17 95,000 亭務所
東芝バーソナルワープロ JW-R70Fll 62. 3.12 89,000 事務所
木製書架ガラス戸付 (2台） 62. 9.24 700,000 図書室

^ ロ
計 4,780,500 

財産目録記載外のその他物品リスト（主として寄贈を受けたもの）

1. 図書

云 摘
和書 1 62 年度受入冊数 1425 冊
洋書 62 年度受入冊数 466 冊

要

数冊冊0375 
7125 冊 I 合 計 40, 787,3081 o I 40. 787⑱ | 

財 産 目 録

昭和 63 年3 月 31 日現在

科 目 金 額

l] 資産の部

It. 流動資産
現金預金

現金現金手許有高 1 276, 77~ 

振替貯金

東京地方貯金局 425,945 

普通預金

協和銀行市ケ谷支店
1. 899. ] 三菱銀行市ケ谷支店 201, 

三和銀行本邪支店 32, 

東京銀行本店 13, 

中央信託銀行本店

三口井支信店託銀行新宿西 112,724 

日本信託銀行本店 36,465 

定期預金

協和銀行市ケ谷支店

1 2 , 釦，a一函44 ” ' i 未収会費 332 名分 3,536, 

棚卸資産•I 2,136, 

流動資産合計 20,672,741 

し． 固定資産
(I) 基本財産

貸付信 託
三井信託銀行本店

言日本信託銀行本店 420, 

中央信託銀行本店 5,200, 

基本財産合計 8,000, 

(2 ) その他固定資産•2

土地 57.9184m' 46,29 7 ,17~ 

建物 259.23m' 36,006,808 

什器 ・ 備品
4,780,::i 316 

期図書預金出版・ 研協究和基市金ケ谷（定) 3,594, 

鞣嗜悶跨葛期 7,031,4731 

長晶計． 画協積和立市金ケ谷（普）通 3,000,oool 

塁渭醤念葛期預 1 13,293,45叫
終預身金会・ 喜積和立市金ケ谷（定）期 3, 120.ooo! 

備ぞ認跨罰I 1,300,oool 

合そ計の他固定資産 118,<23,口
固定資産合計 126,423,720 

資産合計 I 141,096,461 

2 ] 負債 の部

1. 流動負 債

前受会費 46 名分

叫：預源泉り金所得職税員に対する 154, 

流動負債合計 401,910 

退． 職固給定与負引依当金 1,300, 

2. 絵画

こ1 作者名 1 掲載，保管揚所 I
白 馬 岳 1 油 A-50 1 中村消太郎 1 日本民族資料館
富 士 山 駕油 A-25 茨木猪之吉日本民族資料館

(11) 



6 . 別途会計運用収入

別途会計運用収入

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収入合計 (B)

科目

n ． 支出の部

1. 事業跨

出版費

図芯費

調査研究費

指導費
支部関係費

海外諸閾係費
山岳研究所運営費

その他事業費

印刷 ・ 製本費

通信運搬費

事業費計
2. 管 理費

給料 ・ 手当

文具 ・消耗品費

印刷 ・ 製本費

旅費 ・ 交通費

通信 ・ 運搬費
火災保険料

修繕費

租税公課

光熱水料費

紺話料

会議 費

什器備品費

捩替手数料

支部運営黄

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

五宣旦63,604'391152, 068'57* 1,535'8191 

l 予算額信は眉 1 増 減 ki考l

11,000,000 ー360,000

700,000 250,000 

655,000 105,000 

1,185,000 -35,000 

3,200,000 -200. OOO 

500,000 -100,000 

2,041,000 -41,000 

1,000,000 600,000 

1,200,000 -800,000 

4,000,000 -500. 000 

25,481,000 -1,081,000 

7,000,000 6,300,()()() 700,000 

200,000 200,000 

゜1,900,000 1,000,000 900,000 

600,000 600,000 

゜900,000 1,000,000 -100,000 

100,000 70,000 30,000 

100,000 100,000 

゜585,000 600,000 -15,000 

500,000 620,000 ー120,000

350,000 500,000 -150,000 

300,()()() 300,000 

゜100,000 100,000 

゜270,000 250,000 20,000 

2,950,000 p,850.()()() 100,000 

150,000 l50,000 

゜650,000 650,000 

゜1,500,000 1,500,000 

゜゜ ゜ ゜雑 贄

管理費計

惹出出二二□
当期支出合計 (C)~ 当期収支差額(A)ー(C) 215, -1,161, 1,376コ

400,000 500,000 -100,000 

118,555,000 17,290,000 1,265,000 

次暉越収攣c) 18,3 49,: 7, 197,>II,1 51,81j

昭和 62 年度事業報告

(62. 4. 1~63. 3. 31) 

l . 登山の指導と奨励に必要な集会，講習会及び展覧会の開催
(1) 集会

4 月 15 日報告会「北朝鮮冬季登山」 今井通子 本会

4 月 19 日新入会員との日帰りハイク 高尾山

（第三種郵便物認可） 山 517-1988 • 7 • 20 
田代池の白樺油変形 6 中村清太郎談 話 室

群 猿級 絵石井鶴三図布室
伊 豆 半 島油ー 10 茨木猪之吉松本アルプス山岳館

針 の木峠油ー 10 茨木猪之吉図 柑 室
徳本峠から穂裔連峰巫 絵石田吟松松木アルプス山岳館

初冬の両神山油 ー 10 茨木猪之吉図 芯 立

).;~ （カット原画）也 絵石井蝕三図 芯 室

メ ールドグラスエッチング 図 科 奎

モンプランI エッチング 松本アルプス111 岳館

カンチェンジュンガエッチング又叶'5f卜図 1’ド 奎
ユングフラウ油 山里寿男集 会 奎

涸沢より北穂莉 水 彩ー 6 山里寿男松本アルプス山岳館

槍ケ岳初夏油ー JO 中村消太郎集 会 室

カンチェンジュンガバステル 矢崎千代二談 話 室

北穂甜滝谷油 ー 25 足立源一郎 談 話 室

或朝の柏 ケ岳 油 ー 25 足立源一郎集 会 室

北穂高岳 主 峰油ー 25 足立源一郎談 話 室

槍 ケ 岳油ー p 8 足立源一郎集 会 室

タンボチェの｛性院水彩ー 4 清野 恒松本アルプス山岳舘

シェルパニの親子 水 彩ー 4 清野 恒松本アルプス山岳館

冬の山（清太山） 艇 絵近朕茂吉松本アルプス山岳館

プカヒルカ ・ ノルテ水 彩渡辺 九郎事 務 室

※他の絵画， 写真省略

3. フィルム

「マナスルに立つ」他 62 点

社団法人 日本山岳会昭和 62 年度収支計算害，正味財産増減

計算行， 貸借対照表および財産目録を監査し，正確妥当なことを認

めます。

昭和 63 年 4 月 1l u 
社団法人 F1本山岳会

監1i 山本健一郎

監享太田 敬

•• • 

収支予算書

昭和 63 年 4 月 1 日から昭和 64 年 3 月 31 日 まで

科 目 1 予算額 I 靡孟薗増減佃考
I. 収入の部

, I し
1. 基本財産運用収入

基本財産利息収入 I 350，叫 400,ood, -50，叫
2. 会費 ・ 入会金収入

3号告収入計［三：巳i 11::3 

言：f ! ;:§:~ I~ :::~ 
5 . 雑収入

：取：l ：、 I ::~:：日：：
雑収入 !ti· I 900. 0001 550. 0001 350. ooo 

(12) 
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6 月 13, 14 日 岩登り講習会丸山， 金子， 渡辺 IlヽJI !山

6 月 26 日 ストレッチング講習．実技

笠松美和子 神保町区民会館

7 月 21 日

9 月 17日，

12 月 10 日 習崩講習会

9 本会

麹町区民集会室

宮下秀樹 本会

1 月 15~17 日 スキー講習会

2 月 20, 21 日“

若井清， 榊原庸子 六日町

3 月 3 H ローブワー ク講習会

(4) 展覧会

” 

5 月 29~6 月 3 日 山岳写其の源流展

, , 
松永敏郎 本会

（後援）名古屋市ワキク ・ ギャラリー

7 月 3 日～9 日，

9 東京銀座富士フォトサロン

7 月 31 1'1~8 月 11 日 ネバール神々と舞踏劇展

（後援）京王百貨店

11 月 26 日第 25 回 「この一本展」望月文庫より 本会

3 月 21 日 横浜ウェストン記念祭展示

（後援）横浜聖アンデレ教会

(5) 支部の主な活動

3 月 24 日～4 月 4 日 日本 ・ ネバール子供国際交流団訪ネ

（東海支部）

6 月 6, 7 日 東北プロック集会，記念山行

七時雨山荘（東北 5支部）

6 月 6, 7 日ウェストン祭 上裔地（信濃支部）

JO 月 10, 11 日紅葉会最終回 二軒Ilヽ屋（静岡支部）

JO 月 「かぬか平の山々」出版 （岩手支部）

11 月 3 日 第 3 回高千穂ウェスト ン祭麻千穂（宮崎支部）

11 月 14 , 1s a 熊本支部創立 30 周年記念集会
a.Jj森町（熊本支部）

2. 登山施設の改善，その他登山のために必要な布業

• 上話地山岳研究所を 4 月 2ii 1'!~10 月 24 日まで1彫所

• 登山に関する図苔， フィルム ， スライド，等の充実

＊ 山岳陪物館準備のための資料収集と管理

＊英文「日本の山」ガイドプックの編穎作業

＊「登山医学」 第6巻 1号，第7巻 1 号の発行

3. 山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

＊各大学医学部山岳部による夏1.IJ診療所開設（槍ヶ岳， 穂高涸沢，

徳沢園， 五色沼， 唐松， 三俣山荘， 白馬岳，合戦小屋，立山 ，

尾瀬）

＊図崩や岩場での遭難対策のための各種の講習会開催

4. 自然保護活動の推進

＊ フィール ド ・ マナー ・ ノー ト（中学， 裔校向け）の配布

4 月～5 月 双六谷祖源開発の反対と ， 中部山岳国立公固への編

入を環坑庁に要望書を提出並行して，宮山支部より

北陸祖力，岐阜支部長より岐阜県知市へ要望歯を提

出

4)1 18 lcl 自然保護研修会「山梨県高山植物保護条例について」

勝沼ぶどうの丘センクー

4 月 19 日同視察山行 夜叉神峠

4 月 21 日 知床伐採および林野庁の行政について意見交換

伊藤尚文 本会

11 月 14 H 第 13 回 自然保護全国大会「森林保護への提酋」

を採択 八王子セミナーハウス

5. 海外登山の企画および海外との交流

＊ 日本，中国，ネパール 1988 年チョモランマ／サガルマク友好

登山の準備および実施

9 月 19 日～26 H カナダ山岳会インディアン ・ サマーキャンプ

へ参加 オハラ湖畔

9 月 26 日～10 月 10 日 婦人懇談会インド ・ ヒマラヤ偵察隊

シバ峰

5 月 12 日 探検家列伝集中講座「ヤングハズバンド」

金子民雄 本会

5 月 19 日 探検家列伝集中講座 「プルジェワルスキー」

田村俊介 本会

5 月 20 日 映写会 「エピック ・ オプ ・ エヴェレスト」

「ジュガール ・ ヒマール」

風武秀 本会

5 月 23, 24 日若葉会山行 秋田駒ヶ岳

5 月 27 日 探検家列伝集中講座 「ションパーグ」

広島三朗 本会

6 月 3 日 探検家列伝集中講座「大谷探検隊」

片山江雄 本会

6 月 9 日 探検家列伝集中講座「趙爾豊」

水野 勉本会

6 月 26 日 講被会「火山地形，噴火予知」

沢田可洋 本会

7 月 16 日 談話会「この人と語ろう 」 田部井淳子 本会
7 月 18, 19 日探索山行 沢田可洋（講師）一切経山

9 月 8 日 「フィーゲルのすすめと実演」

玉木

現地小集会

映画会「あるガイドの死」

講演会「山の映画あれこれ」羽III

第 20 回図書交換会

正之 本会

鉢盛山

本会

栄治 本会

本会

9 月 27 ~l 
9 月 27 日

10 月 15H

10 月 24 日

10 月 27 日 講演とスライド「ソ連の岩登りと山岳ホ侑」

オレグ ・ シュミロフ 本会

10 月 31 13 支部事務局担当者会謡

11 月 1 H 全国支部懇談会京都大会

11 月 5 rJ 談話会「この人と語ろう」 藤胤雅一·

京都

京都

本会

現地小集会11 月 8 El 

11 月 8 日

11 月 17 日

第 24 回学生部マラソン大会

談話会「山の新装備をさぐる」

武尊山

旦居

大賀由翌• 本会
11 月 20 日

11 月 26 H

談話会「環境の科学」 甜遠 宏 本会

第 19 回 山岳図苔を語るタベ

12 月 5 日 支部長会巖

12 月 5 日 年次晩餐会

12 月 6 日 記念山行

望月逹夫 本会

本会

私学会館

茄山

12 月 11 H 談話会「燃焼とコンロの科学」

12 月 20 日 現地小集会

1 月 15~17 日 スキー懇親会

小西 奎二 本会

倉岳山

八方尾根
1 月 21 日 談話会「スキー板の新しい傾向J

松丸秀夫 本会

1 月 27 n 講演会とスライ ド 「スコットの跡を辿って」

ロバート・スワン 本会

2 月 7 日現地小集会 奥久慈男体山

2 月 18 日餃話会「東南アジアの薬在」 山ロ 一孝 本会

2 月 26 11 講演会「登山と水分補給」 鈴木政登 本会

3 月 12 ~I 第 14 回新入会員オリエンテーション 本会

3 月 19 n 第 16 回山岳史懇談会 堀田弥一 木会

3 月 25 ll 談話会「登山の行動科学」

千葉重美， 小山内正夫 本会

(2) 研究会

6 月 13, 14 日 第 7回 日本登山医学シンボジウム

斉藤惇生（会長）京都

12 月 19 日 シンボジウム 「チョモランマ登山に於ける高所の

問題」 三国登山隊事務所

(3) 講習会

3 月 11 日 遭難救助机上講習会 金子，渡辺 本会

(13) 
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•登山医学に関する講演会（中高年登山者の生理的特性， スキ

一骨折と靴の関係，その他） 本会未定

＊内外登山家による講演会，映画会 本会他 6月他

•海外の山に関する講演会 本会他未定

＊「海外遠征時の習崩体験」 講演会 本会未定

2. 登山施設の改善， その他登山のための適切な事業

•上高地山岳研究所の開設 4 月～10 月

•山岳と登山に関する科学文献整理

（山の科学文献目録追補作成）

•山に関する貴重なフィルム，スライド， テープ， アルパム等

の複製およびR重な資料の収集，整偏，管理
＊英文「日本の山」ガイドブック編第

3. 山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

＊ 雪または氷上訓線 谷川岳， 富士山 4, 6, 11 月

＊ 岩揚での道難救助訓線 6月

＊夏山診療所の開設（槍ヶ岳他） 7月～8月

＊技術講習会の開催（冬山，岩翌り，山スキー等）
＊高層気象， 雪崩についての講演会 10, 11 月

＊高所登山時の事故防止についてのシンポジウム

4. 自然保護活動の推進

•自然保護全国集会

•自然観察山行

•自然保護に関する講演会

＊自然環境保全のための現地視察
•自然保護教脊研修会

5. 海外登山の企画および実施

＊日中ネ三国チョモランマ／サガルマタ合同登山の実施（継続）

• 日韓大学交流登山の実施

•インドヒマラヤ ・ シバ峰登山およびトレッキング

7 月 20 日～8 月 24 日

上高地 9月 3, 4 日

未定 数回

未定 3回

未定未定

未定未定

6. 機関誌などの発行

•「山岳」第 83 年 (1988 年）号の発行

•会報「山」第 514 号～第 525 号の発行

• 「山日記」 1989 年版編集発行

• 「登山医学」第8巻の発行

7. 国内および外国山岳団体との連絡，情報交換

•国内関係団体（日山協，都岳連，その他）との密接な連絡

•海外登山団体との機関誌および情報の交換

• アメリカ山岳会，ソ連山岳連盟， チェコ山岳連盟との交流

•韓日大学交流登山隊の訪日

8. その他目的を述成するために必要な事業

•世界岳人名簿の整理

•山岳図書の拡充をはかる

•その他目的を達成するために必要な事業を行う

6. 機関誌などの発行

＊ 「山岳」 82 年 (1987 年）号発行

＊ 会報 「山」印Z--.513 号の発行

＊「山日記」昭和 1988 年版発行

7. 目的を同じくする海外山岳会，団体との情報交換

* 14 カ国 19 団体との情報交換

昭和 63 年度事業計画

(63. 4. 1~64. 3.31) 

I. 登山の指導と奨励に必要な集会，研究会， 講習会および展覧会
の開催

切集会

＊小集会（報告会， 講習会， シンボジウム，山行）

本会他約 40 回

富士山 4 月 16--ツ18 日

5月

上高地 6月 4, 5 日

本会 6 月 7 日他

奥多摩 6 月

小川山 6月

7月 16, 17 日

本会 6月 18 日

本会 10 月

城ヶ崎 10 月

小安岳 10 月

皇居周辺 11 月

私学会館 12 月 3 日

本会 2月

八ヶ岳 2 月

本会 3 月

未定 3 月

本会他末定

本会 3月

＊雷上訓線

＊スキー登山講習会

＊第 42 回ウェストン祭

＊フィルム映写会（国内，海外）

＊沢登り講習会

＊岩登り講習会

＊全国支部懇談会

＊支部事務局担当者会議

＊日中ネ三国友好登山報告会

＊第 21 回「山岳図魯交換会」

＊岩登り講習会

＊東北プロック集会

＊ マラソン大会

＊年次晩餐会

＊第 20 回 「山岳図掛を語るタベ」

拿アイスクライ ミング講習会

＊ 第 17 回「山岳史懇談会」

＊山スキー講習会

＊来日登山家との交換会

＊ 新入会nォリエンテーション

（口）研究会

＊ 危険な動物と安全登山についてのシンポジウム

本会 4月 16 日

＊ 第 8 回登山医学シンボジウム 水上 6月

＊高所登山時における事故防止についてのシンポジウム 未定

＊セ ミナーの実施

* il'.li山植物と高山蝶銭祭（探索山行）
り 展覧会

＊第 26 回「この一本展」

に講演会

＊ 登山， 山岳の科学研究に関する講演会

北海道
, 
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